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医療と介護サービスの一体的な提供で医療と介護サービスの一体的な提供で
地域医療の一翼を担います地域医療の一翼を担います

ひとりひとりの尊厳を大切にする…道北勤医協の挑戦
　
２
０
２
６
年
度
、
道
北
勤

医
協
は
法
人
設
立
51
年
を
迎

え
ま
す
。
半
世
紀
の
歩
み
の

中
で
守
り
続
け
て
き
た
「
無

差
別
・
平
等
の
医
療
と
介

護
」
を
今
年
度
も
実
践
し
て

参
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
支
え
て
い
た
だ
き
、
道
北

勤
医
協
は
現
在
、
１
病
院
４

診
療
所
、１
老
健
施
設
及
び
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

「
看
多
機
」
サ
ー
ビ
ス
、
居

宅
支
援
事
業
等
の
介
護
事
業

を
展
開
す
る
事
業
体
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
５
０
０
名

を
超
え
る
職
員
が「
24
時
間
、

３
６
５
日
」、
医
療
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
て
い
ま

す
。

　
旭
川
市
、
稚
内
市
を
は
じ

め
道
北
各
地
で
も
急
速
な
人

口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

地
域
は
長
引
く
不
況
、
物
価

高
騰
の
嵐
の
中
で
、
毎
日
た

め
息
ば
か
り
の
暮
ら
し
が
続

い
て
い
ま
す
。
医
療
、
介
護

の
現
場
に
は
、
困
難
を
抱
え

た
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
の

姿
が
あ
り
ま
す
。
日
本
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
、
自
分

の
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
将

来
、
親
た
ち
の
老
後
…
等
、

不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

2010年、帝京大学医学部卒
出身地　青森県
専門科　一般整形外科疾患と外傷、脊椎
▶ひとこと �
　この度、一条通病院の整形外科に勤務
することとなりました高田秀和と申しま
す。帝京大学卒業後、東北、関東、北海
道の病院にて整形外科の研鑽を積み、そ
れぞれの病院では一般整形外科疾患と外
傷、脊椎を担当しておりました。本病院は新しい取り組みに
チャレンジし、地域医療として社会に大きく貢献している病
院と伺っており、入職することができてうれしく思います。
患者様にわかりやすい説明と丁寧な治療を心がけていきたい
と思います。

　
道
北
勤
医
協
友
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。
理
事
長
の
鈴
木
和
仁
で
す
。

　
２
０
２
６
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

5151
年
目
を
迎
え
て

年
目
を
迎
え
て

　
道
北
勤
医
協
は
医
療
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提

供
す
る
複
合
体
と
し
て
、
活

動
し
て
参
り
ま
す
。

　
一
条
通
病
院
は
、
内
科
、

整
形
外
科
、
小
児
科
の
外
来

機
能
と
と
も
に
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
、
回
復
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
で
の
入
院
機
能
を
有
し

て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
新

た
に
整
形
外
科
専
門
医
１

名
、
救
急
医
療
専
門
医
１
名

（
右
下
参
照
）が
加
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
一
条
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
２
名
の
総
合
診
療
専
門

医
や
循
環
器
内
科
、
呼
吸
器

内
科
、
腎
臓
内
科
の
各
専
門

医
が
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
旭
川
医
院
、
な
が
や
ま

医
院
、
宗
谷
医
院
で
は
、
地

域
に
密
着
し
た
医
療
を
提
供

し
ま
す
。

　
老
人
保
健
施
設
「
か
た
く

り
の
郷
」
に
は
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
看
多
機
サ

ー
ビ
ス
「
な
か
ま
」、
通
所

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
を
併
設

し
て
お
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
と
と
も
に
「
24
時
間
、

３
６
５
日
」
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

　
道
北
勤
医
協
は
、
１
９
７

５
年
７
月
、「
無
差
別
・
平

等
の
医
療
と
福
祉
の
実
現
」

を
め
ざ
し
、
旭
川
の
地
に
誕

生
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
民

医
連
綱
領
を
指
針
と
し
て
、

地
域
の
友
の
会
員
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
平
和
と
民
主
主

義
、
日
本
国
憲
法
を
守
る
活

動
を
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
医
療
の
一
翼
と
し
て
困

難
を
抱
え
る
人
々
に
寄
り
添

う
実
践
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
６
年
、
道
北
勤
医

協
は
新
た
に
７
名
の
職
員
が

入
職
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は

こ
れ
か
ら
も
道
北
勤
医
協
の

歴
史
や
歩
み
を
引
き
継
ぎ
、

「
一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
、

利
用
者
さ
ん
の
尊
厳
を
大
切

に
す
る
」
医
療
と
介
護
を
提

供
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と

も
道
北
勤
医
協
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

一
体
的
提
供
を

一
体
的
提
供
を

高
たかだ

田　秀
ひでかず

和医師

2012年、旭川医科大学卒
出身地　北海道江別市
専門科　救急科、集中治療科、循環器内科
▶ひとこと �
　４月から一条通病院に赴任しました黒
嶋と申します。旭川医大や関連病院で主
に急性期疾患を診てきました。救急搬送
から病院、そして自宅での生活への復帰
を一連の流れとしてお手伝いできたらと

考えております。よろしくお願い申し上げます。

黒
くろしま

嶋　健
たつき

起医師

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

　「
道
北
の
医
療
」は
600
号
を

　
　
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

２名の新しい医師が２名の新しい医師が
道北勤医協に参加します！道北勤医協に参加します！

４
月
よ
り

　
日
頃
ご
愛
読
い
た
だ
い
て

い
る
「
道
北
の
医
療
」
が
６

０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。「
道

北
の
医
療
」
の
発
行
は
「
道

北
の
地
、
旭
川
に
民
医
連
、

勤
医
協
を
作
ろ
う
」
と
い
う

運
動
が
始
ま
る
と
同
時
に
構

想
が
始
ま
り
、
旭
川
医
院
の

開
院
と
同
時
に
創
刊
さ
れ
、

現
在
毎
月
１
万
８
千
部
が
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
北
勤
医
協
の
創
設
に
関

わ
っ
た
人
た
ち
が
「
良
い
医

療
を
実
現
す
る
こ
と
は
医
療

者
だ
け
の
が
ん
ば
り
で
は
で

き
な
い
。
多
く
の
住
民
が
医

療
を
身
近
な
も
の
と
し
、
良

い
医
療
が
住
民
の
要
求
に
な

り
、
住
民
が
参
加
す
る
こ
と

で
可
能
に
な
る
」
と
い
う
強

い
信
念
の
も
と
、
医
療
に
関

わ
る
情
報
を
伝
え
る
自
前
の

メ
デ
ィ
ア
を
持
つ
こ
と
を
決

め
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

発
行
か
ら
50
年
、
道
北
勤
医

協
の
医
療
新
聞
と
し
て
親
し

ま
れ
る
と
同
時
に
道
北
勤
医

協
の
院
所
・
事
業
所
と
友
の

会
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

　「
道
北
の
医
療
」
を
支
え

て
き
た
の
は
、
手
配
り
方
式

と
い
う
地
道
な
配
布
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
友
の
会
員

の
皆
さ
ん
の
尊
い
活
動
に
よ

る
も
の
で
す
。
会
員
同
士
の

月
１
回
の
声
か
け
運
動
に
も

な
っ
て
友
の
会
活
動
の
土
台

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
設
立
さ
れ
て
50
年
、
医

療
・
社
会
保
障
が
削
減
さ
れ

続
け
、
患
者
さ
ん
の
自
己
負

担
が
大
幅
に
増
加
す
る
な

ど
、
厳
し
い
情
勢
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
道
北
勤
医
協
と
友
の
会
の

存
在
意
義
は
、
こ
れ
か
ら
も

ま
す
ま
す
大
切
に
な
り
ま

す
。「
道
北
の
医
療
」は
今
後

も
道
北
勤
医
協
の
機
関
紙
に

と
ど
ま
ら
ず
、住
民
が
医
療・

福
祉
を
自
ら
の
も
の
に
す
る

た
め
の
医
療
新
聞
と
し
て
、

友
の
会
と
各
院
所
・
事
業
所

の
心
が
通
い
合
う
交
流
の
場

と
し
て
紙
面
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご

愛
読
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
道
北
の
医
療
」発
行
責
任
者

　
橋
本
浩
德
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創刊創刊からから5050年年をを振り返る振り返る600号
道北の医療道北の医療

創刊号
発行日　1975年11月15日　１面
旭川医院が開院。天皇が史上初めてアメリカ
を公式訪問。山陽新幹線が博多まで開通。男
はつらいよが大ヒット。当時は老人福祉法に
より高齢者医療費は窓口負担無料。

100号
発行日　1984年７月15日　３面
一万円（福澤諭吉）、五千円（新渡戸稲造）、
千円（夏目漱石）の新札発行、グリコ・森永
事件。1983年に老人保健制度が始まり、入院
１日300円、外来は月に400円の定額負担を導
入。翌年に一条通病院二期オ−プン。

200号
発行日　1992年11月１日　１面
バブル崩壊で不況深刻化。きんさん・ぎんさ
んブーム。医療費自己負担は、社会保険本人
が１割、家族が３割負担。

300号
発行日　2001年４月１日　１面
アメリカ同時多発テロ事件、当時の皇太子妃
雅子さまが愛子さまをご出産、介護保険制度
が開始されてから１年。75歳医療費は翌年か
ら現役並みの所得者は２割負担へ。道北勤医
協の介護事業が拡大。

400号
発行日　2009年８月１日　２面
民主党が大幅に議席を増やし政権交代。鳩山
由紀夫内閣が発足。裁判員裁判が始まる。
2008年より70歳未満が３割、70歳から74歳が
２割、75歳以上が１割へ。一条通病院、一条
クリニック（2009年）で「無料・低額診療事
業」が始まる。

500号
発行日　2017年12月１日　１面
第一次トランプ政権が発足。森友・加計学園
問題が表面化。翌年の介護保険制度改正で高
所得者の自己負担割合が３割へ。介護医療院
が創設される。2015年に一条通病院を新築移
転。医療・介護の一体的な提供を目指し現在
へ。

勤
医
協
の
歴
史
に
深
く
関
わ

っ
た
５
人
の
方
か
ら
お
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
道
北

勤
医
協
の
歴
史
は
道
北
地
域

で
の
民
主
的
医
療
運
動
の
歴

史
で
も
あ
る
。
諸
先
輩
方
が

語
っ
た
患
者
や
地
域
住
民
と

の
結
び
つ
い
た
諸
活
動
、
友

の
会
と
職
員
の
奮
闘
な
ど
、

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
数
々

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
今
に

つ
な
が
っ
て
い
る
歴
史
の
重

み
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ

た
▼
「
道
北
の
医
療
」
は
そ

の
時
々
の
歴
史
を
し
っ
か
り

伝
え
て
き
た
。創
刊
号
の「
創

刊
の
こ
と
ば
」
で
は
、
道
北

勤
医
協
の
機
関
紙
と
し
て
の

あ
り
か
た
に
つ
い
て
三
点
述

べ
て
い
る
。
第
一
に
は
諸

活
動
や
経
営
状
態
の
報
告
の

場
。
第
二
に
は
道
北
各
地
の

人
々
の
様
々
な
意
見
や
感
想

の
交
流
の
場
。
第
三
に
医
療

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生

活・文
化・社
会
の
諸
問
題
に

つ
い
て
所
見
発
表
や
作
品
掲

載
の
場
▼
創
刊
か
ら
42
年
経

ち
、時
代
も
人
も
変
わ
っ
た
。

し
か
し
こ
の「
道
北
の
医
療
」

は
創
刊
当
時
の
思
い
を
受
け

継
ぎ
、
道
北
勤
医
協
と
地
域

を
つ
な
ぐ
唯
一
無
二
の
発
信

源
で
あ
り
続
け
た
い
。
こ
こ

ま
で
つ
な
い
で
い
た
だ
い
た

諸
先
輩
に
感
謝
と
敬
意
を
こ

め
て
。

（
編
集
部
　
樋
原
義
人
）

こ
の
度
、「
道
北

の
医
療
」
が
創
刊

５
０
０
号
を
迎
え

た
。
今
回
の
特
集

記
事
を
作
成
す
る

に
あ
た
り
、
道
北

道北の医療は500号をむかえました
　
設
問
の
問
１

か
ら
問
４
ま
で

は
、
生
活
に
関

す
る
思
い
を
お

聞
き
し
た
内
容

で
す
。

　
問
１
を
回
答

し
た
方
の
64
％

が
「
か
な
り
困

っ
て
い
る
」、

「
少
し
困
っ
て

い
る
」
と
の
暮
ら
し
の
厳
し

さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
厳
し
い
暮
ら
し
へ
の

対
応
と
し
て
、
困
っ
て
い
る

方
の
86
％
の
方
が
生
活
費
を

節
約
、
28
％
の
方
が
貯
金
を

切
り
崩
し
て
生
活
さ
れ
て
お

り
、
経
済
的
問
題
が
生
活
困

難
の
要
因
と
し
て
顕
著
に
表

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
具
体
的
に
節
約
し

て
い
る
こ
と
と
し
て
、
上
位

か
ら
順
に
食
費
、
光
熱
費
、

遊
興
費
、
交
際
費
、
医
療
介

護
費
と
続
い
て
い
ま
す
。
光

熱
費
に
つ
い
て
は
、「
夜
は

電
気
を
消
し
て
７
時
に
は
布

団
に
入
る
（
70
代
女
性
、
独

居
）」、「
暖
房
を
使
わ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
（
70
代
男

性
、夫
婦
二
人
暮
ら
し
）、「
光

熱
費
節
約
の
た
め
図
書
館
に

行
く
か
、
布
団
の
中
で
過
ご

す
（
70
代
女
性
、
独
居
）」

と
の
具
体
的
事
例
が
挙
が

り
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
冬
期

で
の
健
康
へ
の
影
響
が
深
刻

で
す
。

　
日
常
生
活
で
の
心
配
ご
と

は
病
気
、介
護
と
続
き
ま
す
。

問
５
で
の
高
い
健
康
不
安
率

を
み
て
も
、
友
の
会
員
さ
ん

の
多
く
が
健
康
不
安
を
抱
え

て
い
ま
す
。
ま
た
介
護
も
、

「
家
族
の
介
護
が
一
番
大
変
。

困
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、

仕
方
が
な
い
と
あ
き
ら
め
て

い
る
（
70
代
男
性
）」
と
の

声
が
あ
る
よ
う
に
、
介
護
者

の
心
と
身
体
を
支
援
す
る
制

度
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
道
北
勤
医
協
で
は
秋
の
友
の
会
拡
大
強
化
月
間（
９
～
10
月
）

に
１
５
０
０
件
の
地
域
訪
問
を
行
い
、
友
の
会
員
さ
ん
へ
の
生

活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
の
主

た
る
目
的
は
、
友
の
会
員
さ
ん
の
生
活
実
態
を
把
握
し
、
そ
れ

ら
を
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
道
北
勤
医
協
の
医
療
介

護
活
動
、
運
動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
の
も
の
で
し
た
。
多

く
の
会
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
地
域
の
声
が
集
約
さ
れ
た

調
査
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
（
左
表
参
照
）。

「
暮
ら
し
厳
し
い
」と
地
域
の
声

孤
立
死
の
事
例
も
集
ま
る

　
問
６
で
は
、
独
居
高
齢
者

が
社
会
的
な
交
流
が
あ
る
か

ど
う
か
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
全
体
の
割
合
か
ら
見
る
と

交
流
が
あ
っ
た
方
が
圧
倒
的

に
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
訪
問
行
動
の
中

で
は
主
に
団
地
で
「
死
ん
で

い
る
の
が
１
日
た
っ
て
見
つ

か
っ
た
人
が
い
た
」、「
４

年
で
５
人
の
孤
立
死
が
あ
っ

た
」、「
孤
立
死
が
続
い
て
か

ら
友
人
同
士
で
毎
朝
電
話
を

２
回
鳴
ら
し
て
安
否
確
認
し

て
い
る
」
な
ど
、
独
居
高
齢

者
の
抱
え
る
生
活
不
安
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
少
数
派

で
し
た
が
、
地
域
社
会
と
交

流
の
な
か
っ
た
方
々
が
地

域
友
の
会
と
繋
が
れ
る
工
夫

や
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居

場
所
づ
く
り
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
進
め

運
動
方
針
に
反
映

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
会
員
さ
ん
の
厳
し
い
暮

ら
し
の
実
態
と
不
安
の
広
が

り
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
道
北
勤
医
協
で
は
さ
ら
に

分
析
を
進
め
て
運
動
方
針
を

練
り
上
げ
、
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
活
動
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

独
居
高
齢
者
の
生
活
不
安
が

浮
き
彫
り
に

会員宅で話を聞く職員
貴重な声が集まった

問１．�消費税・年金削減・医療介護保険料・電気料
金など暮らしは大変になっていますが、
どう実感されていますか？

回答数 （割合）
かなり困っている 140 （20％）
少し困っている 308 （44％）
困ってない 248 （35％）
答えたくない 11 （2％）

問２．�上記で困っているとお答えの方は何か対応
していますか？（複数回答あり）

生活費を節約している 385 （86％）
貯金を切り崩している 124 （28％）
特になにもしていない 40 （9％）
援助してもらっている 22 （5％）
その他 21 （5％）
答えたくない 7 （2％）

問３．�生活費を節約している方は具体的に何を
節約していますか？（複数回答あり）

食費 270 （70％）
光熱費 193 （50％）
遊興費 171 （44％）
交際費 162 （42％）
医療、介護費 46 （12％）
その他 26 （7％）
答えたくない 8 （2％）

問４．�日常の生活をする上で心配なこと、困って
いることはないですか？

病気のこと 346
介護のこと 216
生活のこと 159
経済的不安 135
保険料・医療費の支払い 92
子育て 2
その他 34

問５．現在、健康不安はありますか？
不安あり 448 （70％）
不安なし 194 （30％）

問６．�（独居の方）この1週間で誰かと話をする
機会、もしくは外出機会はありましたか？

あった 146
なかった 14

2017年度 生活実態アンケート調査結果
◇アンケート総数　819件

　　　　　（割合の小数点以下は四捨五入。
アンケート総数と回答総数の差は未回答）

生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(1) 道 北 の 医 療第500号 2017年12月1日

2017年12月１日

第500号

〒078-8341 旭川市東光１条１丁目
　　 ＴＥＬ　0166－33－1117
　　 ＦＡＸ　0166－32－6925
　　  Ｅメール tomonokai@dohoku-kinikyo.or.jp
　　 発行者　八重樫典生

発　　行　　所
道北勤労者医療協会

一条通病院	 旭川市東光１条１丁目  34‐2111
旭 川 医 院	 旭川市神楽３条４丁目  61‐1117
旭川北医院	 旭川市大町２条14丁目  53‐2111
宗 谷 医 院	 稚内市末広３丁目 （稚）24‐1117
ながやま医院	 旭川市永山５条11丁目  46‐2211
一条クリニック	 旭川市東光１条１丁目  34‐1136
かたくりの郷（老健）	旭川市神楽３条４丁目  63‐1165
東光ぬくもりポート	旭川市東光１条１丁目  34‐2917
一条ケアセンター	 旭川市東光１条１丁目  31－1152
宗谷さわやかポート	稚内市末広３丁目 （稚）24‐2223

　1975年11月15日に「道北の医療」が創刊され、２日後の11月17日に診療所の旭川医院（19床）が
開院しました。これまでの「道北の医療」の歴史を当時の医療制度や時事と合わせて紹介します。

(2)2026年4月 第600号 道 北 の 医 療



相
談
室
の
窓

相
談
室
の
窓

い
ま
す
。

　
病
院
は
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ

を
提
供
す
る
場
所
で
す
が
、

当
院
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

で
は
今
回
の
事
例
の
よ
う
に

介
護
認
定
や
医
療
処
置
な
ど

の
関
係
で
介
護
保
険
施
設
で

は
対
応
が
難
し
い
場
合
、
介

　
Ａ
さ
ん
（
94
歳
・
男
性
）

は
、
歩
い
た
り
ト
イ
レ
に
行

っ
た
り
身
の
ま
わ
り
の
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
も
の
忘
れ

症
状
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

自
宅
で
の
生
活
・
介
護
を
支
え
る
た
め
の
入
院

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
の
短
期
入
所
生

活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

ィ
）
を
使
う
方
法
も
あ
り
ま

す
が
、
Ａ
さ
ん
は
要
支
援
１

の
た
め
利
用
で
き
る
日
数
が

少
な
く
、
奥
さ
ん
の
入
院
見

込
み
期
間
（
２
週
間
）
を

過
ご
せ
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
Ａ
さ
ん
は
高
血
圧
や
心

不
全
な
ど
の
既
往
が
あ
り
、

当
院
に
定
期
通
院
し
て
い
る

た
め
、
主
治
医
に
事
情
を
報

告
し
当
院
の
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
で
入
院
対
応
と
し
ま
し

護
者
の
休
息
・
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
入
院
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。

　
入
院
で
き
る
期
間
、
入
院

中
に
で
き
る
こ
と
・
で
き
な

い
こ
と
な
ど
い
く
つ
か
の
利

用
要
件
は
あ
り
ま
す
が
、
自

宅
で
の
生
活
・
介
護
を
継
続

た
。
奥
さ
ん
も
安
心
し
て
ご

自
身
の
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
奥
さ
ん
の
体
調
が

整
っ
た
と
こ
ろ
で
Ａ
さ
ん
も

自
宅
退
院
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
通
所
介
護
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
）
を
再
開
し
な
が
ら

２
人
暮
ら
し
を
継
続
さ
れ
て

り
、
食
事
の

用
意
や
薬
の

管
理
な
ど
は

で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い

ま
す
の
で
、

奥
さ
ん
が
支
援
し
な
が
ら
２

人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
奥
さ
ん
が
体
調

を
崩
し
急
遽
入
院
す
る
こ
と

に
な
り
、
お
子
さ
ん
も
近
く

に
い
な
い
た
め
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
か
ら
「
奥
さ
ん
が
退

院
す
る
ま
で
Ａ
さ
ん
を
入
院

主
治
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
な
ど
を
通
じ
て
ご
相
談
下

さ
い
。

　　
一
条
通
病
院

　
医
療
ソ
ー
シャ
ル
ワ
ー
カ
ー

辻
榮
　
孝
枝

問１ 熟語互い違いパズル

問３ 使わない記号探し

問２ バラバラ言葉
　リストの漢字を□に入れて、横方向に４つの四字熟語がで
きるようにしてください。リストの漢字は一度しか使えませ
ん。すでに入っている漢字がヒントです。最後に太枠に入っ
た漢字を上から順に並べてできる言葉を答えてください。

　次の式を成立させるために、＋－×÷の中で使わない記号
はどれでしょうか？（記号は一度ずつ使います）

問４ プラマイパズル
　いずれも結果が10になる式です。□には＋かーのどちらか
が入ります。式を成立させてください。

　ある２つの野菜の名前をバラバラにして並べ替えたら３つ
の言葉になりました。もとの２つの野菜は何でしょう？

　解けなくても考えることで脳が活性
化します。少し難しいかもしれません
が、チャレンジしてみてください。

制作　パズルポケット
脳
レッツレッツ

トレトレ

者
団
体
な
ど
か
ら
猛
反
対
を

受
け
て
制
度
の
見
直
し
を

凍
結
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
高
額
療
養
費
制
度
の
在
り

方
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
患
者
団
体
な

ど
を
交
え
て
見
直
し
案
の
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
昨
年
12
月
に
厚
労
省

が
ま
と
め
た
案
で
は
、
当
初

よ
り
負
担
額
の
上
げ
幅
が
抑

え
ら
れ
た
も
の
の
70
歳
以
上

の
外
来
特
例
（
現
役
世
代
並

み
の
所
得
が
な
い
方
の
外
来

受
診
に
限
り
、
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
上
限
額
を
低
く

設
定
）
に
つ
い
て
は
「
２
年

か
け
て
当
初
案
と
同
程
度
ま

で
引
き
上
げ
る
」
な
ど
高
齢

者
の
負
担
を
大
き
く
増
や
す

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

衆
議
院
選
挙
後
、
医
療
・

介
護
に
関
わ
る
様
々
な
制
度

の
改
悪
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
額
療
養
費
制
度
の
見

直
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
負

担
見
直
し
な
ど
患
者
さ
ん
や

医
療
者
か
ら
不
安
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

［�
］

凍
結
さ
れ
て
い
た「
上
限

引
き
上
げ
」の
再
提
案

　
石
破
前
政
権
は
高
額
療
養

費
の
負
担
上
限
額
引
き
上
げ

を
含
む
２
０
２
５
年
度
予
算

案
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
患

［�

］

「
受
診
控
え
」効
果
を

見
込
ん
だ
政
府
案

　
例
え
ば
関
節
リ
ウ
マ
チ

は
死
に
直
結
す
る
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
涯

を
通
じ
て
治
療
が
必
要
で

す
。
現
在
は
生
物
学
的
製
剤

いのち切り捨てる
高額療養費制度の
改悪に反対！

起こっているのか！起こっているのか！
地域でいま地域でいま

シリー
ズ

シリー
ズ

何が

が
治
療
に
用
い
ら
れ
ま
す

が
、
高
額
な
た
め
全
て
の
人

が
使
え
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
己
負
担
が
４
～
５
万

円
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

年
金
暮
ら
し
に
は
大
き
な

負
担
で
す
。
国
は
こ
の
見
直

し
案
で
５
３
３
０
億
円
の
給

付
削
減
を
見
込
み
、
う
ち

２
２
７
０
億
円
が
患
者
さ
ん

の
受
診
控
え
に
よ
る
効
果
と

し
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
病
気
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
入
院
や
手
術
が

必
要
に
な
っ
た
時
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
高
額

療
養
費
制
度
。
弱
者
を
切
り

捨
て
る
一
方
で
防
衛
費
は

11
兆
円
と
こ
れ
ま
で
の
倍
以

上
で
す
。
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
た
め
に
必
要
な

財
源
を
確
保
し
、
税
金
の
使

い
方
を
変
え
る
政
治
へ
の
転

換
が
い
ま
必
要
で
す
。

　
高
額
療
養
費
制
度
の

見
直
し
案
の
概
要

・�
26
年
８
月
か
ら
上
限（
基

準
額
）
を
７
％
程
度
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
は

４
～
５
％
程
度
引
き
上

げ
る
。

・�

27
年
８
月
か
ら
は
住
民

税
非
課
税
世
帯
を
除
き
、

現
在
の
４
つ
あ
る
所
得

区
分
を
12
区
分
と
し
、

所
得
に
応
じ
て
細
か
く

上
限
が
あ
が
る
よ
う
に

す
る
。
上
限
額
は
現
行

よ
り
も
７
～
38
％
程
度

高
く
な
る
。

・�

70
歳
以
上
の
外
来
特
例

は
、
２
年
か
け
て
昨
年

度
の
同
程
度
ま
で
引
き

上
げ
、
所
得
が
一
定
以

下
で
は
８
千
円
に
据
え

置
く
。

(3) 2026年4月 第600号道 北 の 医 療



2026 ４月 道北勤医協まちづくり交流館
旭川市東光１条１丁目４-20 電話 0166-34-2195

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
１ ２ ３ ４
健康
体操
（10：00）

麻雀
（９：30）

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

卓球
（13：30）

ベーシック
ヨーガ
（10：00）
フォーク
ダンス
（14：00）

編物
手芸
（10：00）

椅子
ヨーガ
（14：00）

手話
教室
（10：00）

12 13 14 15 16 17 18

ただいま
食堂

（11：00）
モルック
（９：30）

健康
体操
（10：00）
カーリン
コン

（13：30）

麻雀
（９：30）

太極拳
（10：30）

19 20 21 22 23 24 25

卓球
（13：30）

ベーシック
ヨーガ
（10：00）
フォーク
ダンス
（14：00）

編物
手芸
（10：00）

26 27 28 29 30
お休み

まちづくり交流館・行事予定まちづくり交流館・行事予定
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クロスワードパズルクロスワードパズル 444

① ② ③

④ ⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨

⑩

⑪

ゴールデンウィークが
始まります。

ヒ
ン
ト

コウバイ
フネン ヨル
イ チユウザ
サクキ イ

カツ チヨ
ヒカク ハル

クロスワードパズル2月号解答

ヨ
コ
の
か
ぎ
？

②�

運
転
手
だ
け
の
○
○
○
○

バ
ス
。
○
○
○
○
運
転
。

④�

稚
内
市
西
方
の
日
本
海
に

あ
る
離
島
。
○
○
○
島
。

「
花
の
島
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

⑥
○
○
○
餅
。

⑧�

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
ス

ー
パ
ー
○
○
○
○
シ
リ
ー

ズ
が
今
年
２
月
で
終
了
。

⑩
四
字
熟
語「
○
○
曲
折
」。

⑪
「
竜
胆
」
の
読
み
方
。

タ
テ
の
か
ぎ
？

①
モ
○
○
ー
ル
。
○
○
ん
。

②
石
狩
○
○
。
噴
火
○
○
。

③�

北
海
道
の
阿
寒
湖
に
生
息

す
る
特
定
天
然
記
念
物
。

⑤�

自
動
車
の
○
○
○
。「
パ

ー
ツ
」
と
も
言
い
ま
す
。

⑥
二
日
○
○
。
ほ
ろ
○
○
。

⑦�

裁
判
で
証
人
が
○
○
○
○

す
る
。

⑧�

商
品
を
安
く
仕
入
れ
て
高

く
売
る
こ
と
。

⑨�

横
柄
な
○
○
○
。
無
礼
な

○
○
○
。

＝
応
募
方
法
＝

　
２
重
マ
ス
の
字
を
組
み
合

わ
せ
て
、
あ
る
言
葉
（
ヒ
ン

ト
参
照
）を
作
っ
て
下
さ
い
。

　
ご
応
募
は
ハ
ガ
キ
、
各
院

所
に
あ
る
「
応
募
用
紙
」、

Ｅ
メ
ー
ル
で
答
、
氏
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
を
記
入
し
て

お
送
り
下
さ
い
。
抽
選
で
20

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
お

送
り
し
ま
す
。

◆�

締
め
切
り
日
　
４
月
末
日

＝
あ
て
先
＝

〒
０
７
８
―
８
３
４
１
　

旭
川
市
東
光
１
条
１
丁
目
４

番
20
号
　
道
北
勤
医
協
本
部

地
域
健
康
部

〈
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〉

tom
onokai@

dohoku-
kinikyo.or.jp

２
月
号
の
答
え
は
福
は
内
。

応
募
総
数
は
１
０
４
通
（
ハ

ガ
キ
47
通
・
メ
ー
ル
57
通
）

＝
当
選
者
＝
20
人（
敬
称
略
）

渥
美
慎
吾
、
笠
井
章
子
、
川

口
貴
寛
、
菊
地
薫
、
小
谷
光

江
、
小
林
郁
子
、
坂
本
茂
、

佐
藤
冨
恵
、
清
水
麻
利
子
、

田
中
久
恵
、
中
村
千
尋
、
橋

向
宏
子
、
宮
嶋
睦
子
、
山
田

智
善
（
以
上
、
旭
川
市
）、

吉
田
玲
子
（
東
神
楽
町
）、

佐
藤
幸
雄（
中
富
良
野
町
）、

坂
口
禮
子
（
士
別
市
）、
山

田
隆
司
（
妹
背
牛
町
）、
中

村
昌
子
、
橋
本
勉
（
以
上
、

稚
内
市
）

国
民
会
議
っ
て

　
旭
川
市
　
工
藤
　
光
吉
さ
ん

　
食
料
品
消
費
税
ゼ
ロ
の
超

党
派
の
国
民
会
議
と
言
う
け

ど
、
野
党
の
参
加
が
少
な
い

の
に
国
民
会
議
っ
て
、
首
を

傾
げ
ま
す
ね
。
こ
う
い
う
こ

と
は
国
会
で
済
む
問
題
な
の

に
国
民
会
議
と
い
う
ワ
ン
ク

ッ
シ
ョ
ン
を
置
く
の
は
時
間

切
れ
を
狙
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
穿
っ
た
見
方

を
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
道
北
勤
医
協
が
加
盟
し
て

い
る
北
海
道
民
主
医
療
機
関

連
合
会
（
北
海
道
民
医
連
）

は
、
民
医
連
綱
領
及
び
医
療

福
祉
宣
言
に
共
感
し
、
患
者

さ
ん
、
地
域
住
民
の
立
場
に

立
つ
親
切
で
良
い
医
療
を
行

う
医
師
を
め
ざ
す
医
学
生
を

対
象
に
北
海
道
の
地
域
医
療

を
担
う
医
師
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
奨
学
貸

付
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
奨
学
生
（
奨
学
貸
付
金
を

受
け
る
医
学
生
）活
動
で
は
、

「
自
分
が
将
来
ど
う
い
う
医

者
に
な
り
た
い
か
」、「
民
医

連
の
医
療
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
」、「
い
ま
日
本
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
」、「
全
国
の
医

学
生
は
何
を
考
え
て
い
る
の

か
」
な
ど
、
様
々
な
興
味
・

関
心
を
も
と
に
じ
っ
く
り
学

び
、
語
り
合
い
、
交
流
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
日
本
の
医
療
・
社
会

保
障
、
医
師
研
修
問
題
に
つ

い
て
全
国
の
医
学
生
で
実
行

委
員
会
を
つ
く
り
、
企
画
・

運
営
す
る
「
民
医
連
の
医
療

と
研
修
を
考
え
る
医
学
生
の

つ
ど
い
」
を
は
じ
め
、
在
宅

患
者
さ
ん
の
医
療
生
活
や
農

家
・
漁
業
の
労
働
実
態
を
体

験
し
な
が
ら
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
各
種
学
習
会
な

ど
多
彩
な
取
り
組
み
に
参
加

で
き
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ま
へ

　
本
紙
記
事
の
ご
感
想
や

ご
意
見
、
皆
さ
ま
の
日
常

の
出
来
事
、
絵
手
紙
な
ど

の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
応
募
と
一
緒
に
お

寄
せ
下
さ
い
。
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
図

書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま

す
（
編
集
部
）

旭
川
市
　
池
田
　
正
子
さ
ん

　
４
月
28
日（
火
）、午
後
２

時
か
ら「
あ
か
つ
き
法
律
事

務
所
」の
畑
地
雅
之
弁
護
士

が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※�

予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
33-

０
８
５
４（
友

の
会
連
合
会
）

友
の
会
無
料
法
律

相
談
の
お
知
ら
せ

今年の春、医学部に入学された方、現役の医学生今年の春、医学部に入学された方、現役の医学生
将来医師をめざしている高校生をご紹介下さい。将来医師をめざしている高校生をご紹介下さい。

医学生を対象とした
奨学貸付金制度

（月額120,000円）のご案内

納
得
で
き
な
い

　
札
幌
市
　
柳
　
郁
子
さ
ん

　
ま
だ
１
年
３
か
月
し
か
経

っ
て
い
な
い
衆
議
院
の
解

散
。
ど
う
考
え
て
も
納
得
で

き
ま
せ
ん
。
選
挙
費
用
の

８
５
０
億
円
を
社
会
保
障
や

困
っ
て
い
る
方
々
に
有
効
に

使
っ
て
ほ
し
い
。
首
相
の
専

権
事
項
で
は
な
く
、
内
閣
不

信
任
決
議
可
決
の
場
合
だ
け

解
散
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
す
。

脳
ト
レ
楽
し
み

　
旭
川
市
　
馬
場
　
純
子
さ
ん

　
脳
ト
レ
は
頭
の
体
操
に
と

て
も
良
い
で
す
。
調
べ
な
が
ら

が
ん
ば
っ
て
解
き
ま
し
た
。

ま
た
載
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

桜
が
待
ち
遠
し
い

　
旭
川
市
　
廣
瀬
　
朋
江
さ
ん

　
春
が
近
く
な
り
嬉
し
い
で

す
。
寒
暖
差
が
あ
る
の
で
体

調
管
理
に
気
を
つ
け
た
い
と

こ
ろ
で
す
。
桜
が
待
ち
遠
し

い
で
す
ね
。

冬
の
朝　

旭
川
市
　
遠
藤
　
里
香
さ
ん

　
冬
の
朝
。
玄
関
を
出
た
途

端
、
目
の
前
を
走
る
ゴ
ミ
収

集
車
。
慌
て
て
駆
け
足
、
間

に
合
う
か
な
、
間
に
合
わ
な

い
か
も
…
　
す
る
と
収
集
車

か
ら
降
り
た
青
年
が
こ
ち
ら

に
向
か
っ
て
歩
い
て
来
る
。

「
だ
い
ぶ
疲
れ
た
み
た
い
だ

か
ら
」
と
に
っ
こ
り
笑
っ
て

私
の
手
か
ら
ゴ
ミ
袋
を
受
け

取
っ
て
く
れ
た
。
爽
や
か
な

心
温
ま
る
朝
で
し
た
。

問１
問２コマツナ（小松菜）、ハクサイ（白菜）
問３①＋（６÷３×４＝９－１）

②÷（５－１＋２＝３×２）
③－（９×２÷３＝４＋２）

問４①７－２＋８－３＝10
②６－５＋７＋２＝10
③８－１＋９－６＝10
④２＋７＋６－５＝10
⑤４－３＋２＋７＝10

脳
レッツレッツ

トレトレ
解答

(4)2026年4月 第600号 道 北 の 医 療


